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大雨で冠水した南区辻 5丁目の私道（住民提供）

市議団ニュースは政務活動費で作られています

　9月 7日、金子あきよ市議が本会議で代表質
問に立ち、4月から市議団として実施してきた
市民アンケートをもとに、寄せられている市民
の声にさいたま市はどう応えるのか、質問しま
した。

物価高騰と市民の願い
金子　2022年以降続いている物価高騰が、市
民の暮らしを大きく圧迫していることは誰
もが認めること。市民アンケートでは多くの
人が市に対して物価高騰対策を求めている
が、そのうち「プレミアム付きデジタル商品
券」など、市民アプリ関連の施策が「すべて
の人に行き渡る」ものではない、との声が多
数寄せられた。マイナンバーカードを持って
いなければ応募もできないし、高齢者などの
デジタル弱者からすると手が出せない。これ
らの声をどう受け止めるのか。また、市民の
強い願いは公共料金等の市民負担の引き下
げだ。そこで水道料金の基本料金無料の再度
の実施、0〜 2歳の保育料無償化、中学校
の給食費無償化、高齢者への交通費助成（お

出かけ応援制度）の実施を求める。
清水市長　（市が実施してきた物価高騰対策に
ついて）水道基本料金の無償化については、
手続きが不要であり早期に幅広い市民のみ
なさまに生活支援を届けることができた。ま
た、さいたま市みんなのアプリを活用した事
業についても手続きの簡素化と迅速なデジ
タル商品券の配布を実現し、幅広い年代の市
民のみなさまに支援効果を届けることがで
きたものと認識をしている。御党が実施され
た市民アンケートの結果は、物価高の長期化
に不安を感じるなかで、生活に直結する負担
軽減策への期待が大きいことを示すもので
あろうかと受け止めている。本市としても、
市民のみなさまの声に応えていくことが重
要と認識しているが、一方で、持続可能で規
律ある財政運営の観点、また適正な受益者負

担の観点も考慮する必要がある。
　市長はこのように答弁し、市民負担引き下げ
の施策はできない、と表明しました。

身近な公共施設の充実を
金子　アンケート項目のなかで「市に力を入れ
てほしい政策」で、身近な公共施設の整備を
求める回答が多くあった。公民館トイレの洋
式化やエレベーターの設置の要望、これが公
民館のリフレッシュ工事がさまざまな理由
で遅れていることで先延ばしになっている。
子育て世代からは、大規模公園よりも身近な
公園がもっとほしい、今ある公園にトイレや
オムツ換えスペース、暑さよけのひさしを設
置してほしいとの声が寄せられている。これ
にどう応えるか。

竹居教育長　公民館におけるバリアフリー化の
推進や、生涯学習環境の改善の必要性につい
て十分認識をしている。エレベーターの設置
が可能な館についてはリフレッシュ工事の
タイミングなどを考慮しつつ、整備に向け検
討を進める。トイレの洋式化については、利
用者の利便性向上の観点から、リフレッシュ
工事を待たずに、可能なものから順次整備を
進めていく。

新屋副市長　身近な公園にトイレを設置するこ
とは、公園利用者からニーズがあると認識を
している。一方で、公園近隣の住環境との調
和や隣接地関係者の理解を得た上で、公園内
のオープンスペースの確保、設置および維持
管理の財源など総合的な観点から慎重な検
討も必要。新たにトイレを設置する場合に
は、おむつ替えスペースのある多目的トイレ
を設置するということを基本としている。

生活道路の改善を求める
金子　写真は私道で、これまで何年にもわたっ

て、舗装と側溝設置を求めて私道整備助成制
度の活用についての相談が寄せられてきた
ところ。このような浸水被害、交通の障害が
生じている私道は市内にたくさんあり、市に
よる支援を求める声がある。しかし市が実施
している助成の件数はごくわずか。助成制度
の要件緩和を、公費で整備をおこなえる範囲
の拡大を。この声に応えていくべき。

新屋副市長　私道舗装等整備費用助成制度は令
和2年度に要件緩和をともなう改定をおこ
ない、現在も助成件数を上回るご相談があ
り、申請をお待ちいただいている案件がある
という状況。申請希望者の増加により待機期
間がさらに長期化することも懸念されるた
め、現時点において制度対象の拡大および助
成限度額の引き上げは予定していない。必要
に応じて要綱の改定をおこなってきたが、引
き続き、申請状況、予算執行の状況、他都市
の取り組みなどを注視しながら、その必要性
について検討していく。

　金子市議は「アンケートでは、駅前再開発、
市庁舎移転などを例にあげて、新しく立派なも
のを作るよりも、今ある施設をきちんと維持整
備してほしいという声が多数だ」と指摘し、市
民の願いにしっかりと耳を傾けて、それに誠実
に応えることを改めて求めました。

アンケートで寄せられた
市民の声を届ける
9月議会・代表質問



（2）	 　　　　　日本共産党さいたま市議団ニュース� No.1072（2026 年 9月 20日）

あなたの身近な市議会議員です
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　9月議会本会議で、とばめぐみ市議が代表質
問に立ち、市民の暮らしと地域の将来にかかわ
る課題について質しました。浮き彫りになった
のは、市民の切実な声や質問に正面から答えず、
すでに決めた方針を繰り返す市の姿勢でした。

議会答弁と正反対 
食肉市場・と畜場の廃止

　市は2025年 9月議会で、食肉市場の移転
再整備を「公設で進める方向」、現施設の廃止
は「まだ検討していない」と答弁しました。と
ころが、わずか40日後、庁内の都市経営戦略
会議で移転中止と現施設の廃止を決定しまし
た。とば市議は、いつ、誰が、どの資料に基づ
いて方針を転換したのかを明らかにするよう求
めました。しかし市は「最後まで検討した」「廃
止せざるを得ない」と繰り返すだけで、質問に
は答えませんでした。
　党市議団が農林水産省に申し入れした際にも
担当者は、卸売市場の公共的役割は変わってい
ないと明言し、「現場に説明もなく廃止を公表
するやり方は見たことがない」と市の姿勢を厳
しく指摘。埼玉県も、廃止予算を示す前に相談
してほしかったとしています。食肉中央卸売市
場・と畜場は、食肉の安全性を確保し、適正な
価格をつくり、生産者や流通、雇用を支える公
共施設であるため、単に「赤字だから廃止」で
すむ問題ではありません。とば市議は、廃止方
針をいったん白紙に戻し、情報をすべて公開し

たうえで、関係者、国、県、議会、市民との協
議をやり直し、事業存続も含めて検討するよう
要求しました。

医療的ケア児の通園バス実現を急げ
　医療的ケア児等支援法は「保護者が付き添わ
なくても通園・通学できる体制づくりと、家族
の身体的・精神的負担の軽減を自治体の責務」
としています。
　さいたま市立特別支援学校では今年度、福祉
車両に看護師が同乗する通学支援がはじまりま
した。対象28人のうち10人が申請し、希望
者全員が利用できていることが明らかになりま
した。保護者の長年の願いがみのった重要な前
進です。一方、ひまわり学園の通園バスは、医
療的ケア児がいまも利用できません。とば市議
は「親が毎日送迎しなければ、子どもが通うこ
とさえできない状況を放置してはならない」と
して期限を決めて看護師の同乗を具体化するよ
う迫りました。

アライグマ被害の対策を
　市内のアライグマ捕獲数は、2020年度の
605 頭から 2025 年度には 1345 頭へ倍増。
見沼区でも「寝室まではいってきた」「飼い猫
が襲われそうになった」との相談が相次ぎ、駆
除のために民間業者に数十万円支払った市民が
います。
　ところが市は、ホームページの相談案内を「敷
地内でよく見かけた場合」から「住み着いた場
合」へ変更しました。とば市議が変更理由を質
したところ、「限られた体制で、被害が出たケ
ースを優先するため」と答弁しました。これは、
職員体制が足りないために相談対象を狭め、そ
の負担を市民に押しつけるものです。目撃段階
から相談を受け、早期捕獲につなげるため、専
門職員の増員と体制強化、市民が負担した高額
費用への対応を求めました。

「生活保護は権利」 
知らせるポスターつくれ

　生活保護制度は憲法第25条に基づく権利で
す。とば市議は、制度を周知するポスターの作
成を求めました。しかし市は周知の必要性は認
めつつも、ポスターについては「国が作成すべ
き」と拒みました。
　最高裁判決を受けた生活保護費の追加給付
も、現在保護を利用していない人には個別通知

されず、みずから申し出なければなりません。
制度を知らなければ申請することも、給付を受
けることもできません。国任せにせず、必要な
人にあらゆる手段で情報を届ける努力を、と市
に求めました。
　また、とば市議は、食肉市場の移転が中止さ
れた宮ヶ谷塔（見沼区）について、周辺農地と
道の駅を生かした都市農業公園を提案しまし
た。しかし市は「さまざまな可能性を検討する」
と述べるだけで、農業公園を選択肢に位置づけ
ることには答えませんでした。いまある農地を
守り、農業、教育、福祉、防災、地域交流に生
かす検討が必要です。
　最後に七里駅北口の桜について、とば市議は、
伐採の予算がついたことをとりあげ「市民団体
との話し合いも、食い違う樹木医調査の検証も
おこなわれていない。このまま伐採するのか」
と質し、協議と検証が終わるまで予算執行を止
めるよう求めましたが市は「伐採はやむを得な
い」とくり返しました。
　質問を終えたとば市議は、「結論ありきで市
民の声を置き去りにする市政のあり方は問題
だ。今後も情報公開と市民参加を基本にする市
政への転換を求めていく」と述べました。

市民の声を置き去りにする
市政の転換を

9月議会・代表質問
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